青風荘　　フェイスシート

平成　21年　11月　16日（月）　担当：上平　ユリ子　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　島浦　美千男　　様　　男・女　　　昭和　17　年　12　月　13　日生（　67　歳）

	
	〒　　　　　住　所　　　八戸市小中野4丁目5－6　　　　　　　　電話　0178-43-8596

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	糖尿病（20単位）・高脂血症

	
	発症時期
	　S　36年10月頃（19歳時）
	罹 患 期 間
	約　48年

	
	入院回数
	　　5回　　
	延べ入院年数
	　約　41年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医）　猪俣　均　Dr　
	外来受診日
	金曜日（　1週　1　回）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　円
	　　（　1　級）

	経済状況
	年金
	　障害年金　月　8万円

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	　H20年5月3日
	身長
	162cm
	体重
	47.1kg

(入所時51kg)

	最終学歴
	光星高校卒業
	免許・資格
	特記なし

	職　歴
	　東北砂鉄・東新鋼業
	

	保　護　者
	氏　　名　　島浦　忠男　　　様　　　　　　　続柄　弟　　　　　（同居　・否）

	利用目的

· 日常生活能力の維持向上を図っていく。

· 生きがいを見つけ、今後の生活をより良い生活としていく。

	入院・治療歴　初診日
　　　期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 入院、外来等　　　　　　医療機関名
1　昭和36年10月　　～　  昭和37年　　　　　　　入院、　　　　　　　　　八戸赤十字病院
2　昭和40年　 月　　～　　昭和44年 7月　　　　　入院　　　　　　　　　　松平病院
3　昭和45年 7月　　～　　平成  4年 4月　　　　　入院　　　　　　　　　　青南病院
4　平成4年　4月　　～　　平成  7年10月　　　　  外来　　　　　　　　　  青南病院
5　平成7年 10月　　～　　平成11年  3月　　　　　入院　　　　　　　      青南病院
6　平成11月 3月　  ～　　平成11年  4月　　　　　入院　　　　　　　　　　八戸市立市民病院　　　　　　　　　　　　　　　7　平成11月 4月    ～　  平成20年　4月　　　　　入院　　　　　　　    　青南病院


	生活歴　

八戸市にて同朋3名の第1子として出生。光星高校卒業後、東北砂鉄・東新鋼業へ勤務するが、いずれも1年から1年半で離職。両親・兄弟と同居するが、家庭内のトラブルがあり、次男が上京したことを機に勤務先での機械操作にミスが多くなり、不穏状態続いた為、八戸赤十字病院精神科へ入院（S36年10月頃～約1年間：詳細は不明）。退院後、自宅療養していたが、無為・無気力が出現して松平病院受診し入院（S40年頃～S44年7月）。同院退院後、6ヶ月は落ち着いていたが、上記症状に加え、本人に母が努力する様に働きかけると攻撃的・易怒的となり、当院入院（S45.7.31～H4.4.30）。退院後は共同住居いちい荘にて、日常生活能力の獲得・病識の確立を目的に訓練を受け、共同作業所うみねこ幸房へも通所。H6.3.31より、社会適応訓練事業利用し、三旺調機にて清掃員として勤務。職場内の規律守れず、勝手に帰宅する。女性職員に対する痴漢行為、職場内での金品の授受等の問題行動出現。生活リズムも乱れ、朝起床できない・掃除ができない等があり、生活リズムの改善を目的に当院2回目の入院（H7.10.27～H11.3.4）。左鼻腔ポリ－プが認められ、八戸市立市民病院へ転院（H11.3.4～H11.14.15.）。同院入院中に糖尿病と診断され治療開始。耳鼻科での治療（摘出手術）終了し、H11.4.15当院再入院となる。

	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・母親（島浦ミドリ様）は八戸市内のｸﾞﾙ－ﾌﾟﾎ－ﾑ（グリ－ﾊｲﾂ）へ入居中。弟（島浦忠男様）が2ヶ月に1回面会に来ている。弟が面会に来た際には母親の施設や小中野の自宅に外泊している。諸手続きは弟嫁の親族が八戸に居り、諸手続きの代行を行なっている。

・年金は弟が管理していて、本人の口座へ送金している。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成　21年　 11月　16日　（月）

	氏　名
	　島浦　美千男　様
	男・女
	生年月日
	昭和　17　年　12月　13日（　67歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 基本的な生活能力を身につけ、生活の拡大を図る。

・  合併症（糖尿病）の管理


	これまでの経過　（前評価日　21　H　6　年　29　日　）

	前回の問題点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　①合併症（糖尿病）の自己管理　②基本的な保清が出来ない（部屋・衣類から尿臭がする。）

･　余暇時は和室でチラシや新聞を見て過されており、それ以外は自室でベットに横になって音楽を聴いている事が多いです。

･　排尿後尿漏れがあるようで衣類から強い尿臭があり、更衣の促がしを要しています。洗濯や自室の掃除は最小限できています。

· 睡眠時間が不安定で早朝4時から起き出し洗面所を使用したり、夜間ボリーュムを上げてラジオをかけている事があり指導を要しています。

· 水分摂取量が多く、お腹が空くとの事で夜間でもコーヒーなど飲んでいる為指導を要していますが改善は見られません。

· 8/1夕食の副菜を喉に詰まらせ､咳込むことありましたが自力で排出しています。また8/5にはデイナイトで水が気管に入り嘔吐しています。

· 9月上旬から身体の痒みで両腕や背中に無数の引っ掻き傷があり、軟膏を塗布し治癒していますが今でも時々痒い時があると話されています。

· 当番等で一緒に行なうメンバーに対して命令口調で指示したり、他利用者が誤ってがぶつかった時に、｢ちゃんと見ろ｣と怒鳴ったり、デイナイトのロッカーで他利用者が使用しているのを待って入れずに「ちゃっちゃとやれ」などトラブルに繋がる攻撃的な言動が多い為指導を要しています。

· デイナイトへは拒否なく自分のペースで参加されています。10/14食事の際スタッフに断わりなくお汁のお代わりをしており、指導に対して不機嫌になったとの事です。

･　家族関係は9/6.7は保護者である次男の弟様、３男の弟様と外出しており、11/8は次男の弟様と外出しています。

･　服薬は自己管理していて忘薬は見られません。外来受診に関しても毎週金曜日に単独で行なっています。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 合併症（糖尿病）の自己管理


	· 健康プログラムで学習して頂き、継続して自己管理出来るよう支援する。場合によっては個別で学習の場を設け、食事管理や合併症ついて指導していく。

· 水分摂取量が多い為、特に夜間の飲水は控えるように繰り返し指導していく。

· 体重減少や身体の痒み、貧血症状など体調観察を細やかにし、不調時を見逃さないようにする。

・ 変化が見られた際は、外来受診に同行し、主治医へ報告や相談をしていく。


	　ヶ月

	2 基本的な保清が出来ない
（部屋・衣類から尿臭がする。）
	· 排尿後尿漏れがあるようで、下着は日に2回､ズボンは毎日着替えるように促がしていく。（本人にも尿漏れが分かる時と分からない時があると自覚されている。）

· 定期的な衣類の交換が必要である事を本人と話し合い理解してもらう。

· 一週間に一度（土・日）は掃除するよう習慣付けし、難しいところはスタッフと一緒に行なっていく。

· 汚れや擦り切れのひどい衣類は本人の了承を得て、廃棄する。

· 衣類の購入をお金が無く使えないという意識がある様で拒否する為、お金に関しては問題が無い事を理解してもらい購入を促がす。また単独では難しい面（適正な物等が選べない）がある為、職員が同行し支援する。


	　ヶ月

	3 コミュニケーションが上手く取れない。

　(乱暴な言葉遣い、命令口調で話す。)
	· 他者との交流の場を見守り、問題やトラブルになりそうな時は介入し､言葉遣いや他者との接し方について振り返りをしアドバイスする。　

· 本人の楽しみを見つけ、ストレスを解消できる場を設ける。(休日の外出､映画鑑賞など)
	


プラン計画者　氏名：　上平ユリ子

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
保護者（忠男様）東京在住





東京在住

















